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研究成果の概要（和文）：糖尿病や高血圧などの生活習慣病の患者を対象として、薬剤師が健康的な生活への改
善支援を行うための説明用資材と患者支援の知識やスキルを学べる研修プログラムを開発し、その効果を検証し
た。
開発した薬剤師向けの研修プログラムは、2018～2019年に全国7都道府県、10か所（東京、神奈川、愛知、兵
庫、徳島、鳥取、福岡）で実施した。開発した研修には、200名の薬局薬剤師が受講した。
研修プログラムの効果を検証するため、2型糖尿病患者を対象としたレジストリー研究を全国で現在実施中で、
研修プログラムを受講した薬剤師が所属する106薬局が参加し、現在86名の2型糖尿病患者が登録され、追跡され
ている。

研究成果の概要（英文）：Training programs of the healthy life-style support by community pharmacists
 based on health behavior theory and brochures that promoted patients with diabetes and hypertension
 to improve their lifestyle were developed. Training programs for the developed pharmacists were 
implemented in 10 locations (Tokyo, Kanagawa, Aichi, Hyogo, Tokushima, Tottori, Fukuoka) in seven 
prefectures from 2018 to 2019. Two hundred community pharmacists participated in the training 
program.
In order to verify the effectiveness of the training program, registry research is currently being 
conducted nationwide for type 2 diabetes patients, and 106 pharmacies to which the pharmacist who 
has received the training program belongs participates. Eighty six patients with type 2 diabetes are
 currently involved in the study.

研究分野： 公衆衛生学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病や高血圧の治療には、患者の生活習慣の改善が欠かせない。しかし、病院・診療所で十分な指導を行うこ
と難しい。そこで、既存の医療資源である薬局・薬剤師に注目し、薬局で生活習慣に改善支援を実施するための
薬剤師向けの研修プログラムと患者支援用の資材の開発を行った。
本研究は、薬局業務を変更することなく実施可能な、患者への生活改善支援方法で、健康行動科学に基づいた研
修プログラムである点に学術的意義がある。また、十分な支援を受けることができない生活習慣病患者に対し、
既存の医療資源である薬局を活用することで、大きなコストをかけずに患者への支援を実施できる可能性がある
ことに社会的意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

海外の状況 

先進国で深刻化している医療費の高騰と医療者不足の対策として、英国は 1990 年代後半か

ら薬局を活用し、薬剤師による国民への健康支援活動を始めた（寺脇ら、世界の薬剤師と

薬事制度 2011 年）。その後、薬局薬剤師による健康支援は、オーストラリアやカナダへと

広がっている。薬局薬剤師による慢性疾患患者支援は多くの介入研究により有効性が報告

されている（Evans ら、2011 年）。現在、オーストラリアでは、「薬局での糖尿病患者支

援プログラム：DMAS」等、複数の疾患管理プログラムが実施されている（Mitchell ら、2011

年）。カナダでは、「薬剤師糖尿病ネットワーク」が組織され、昨年「薬剤師のための糖

尿病マネジメントガイドブック」が出版され、各薬局へ無料配布された（Canada Diabetes 

Pharmacists Network）。 

 

国内の状況 

我々はすでに薬剤師が「動機づけ面接のスキル」学び、薬局で糖尿病患者へ 3 分以内の生

活習慣改善の「動機づけ」を行うことで、HbA1c が改善することを報告している（岡田ら、

Pharmacology & Pharmacy 2016）。また、。その一方で、我々の調査によれば、薬局薬剤

師は、糖尿病患者からは、薬物療法にとどまらない食事や運動などの健康的な習慣につい

て幅広く相談を受けており（庄司ら、日健教誌 2014 年）、近年処方箋に検査値を記載し、

院外薬局でより専門性の高い服薬指導を期待する試みが広がっているものの、薬剤師は検

査値を知っても知識・スキルの不足から患者支援にうまくつなげられないこと（日向ら、

ﾍﾙｽｺﾐﾕﾆｹｰｼｮﾝ学会 2014 年）が報告されている。 

 
２．研究の目的 

そこで今回我々は、薬局での健康支援を行うための、行動科学に基づくスキルを学ぶ教育

プログラムを開発し、実施可能な軽微な薬局薬剤師の支援が患者アウトカムへ与える影響

について検討することを目的とした。具体的には、以下の 3つの項目の研究を行うことに

した。 

【本研究の具体的な目的】 

① 薬局健康サポートにおける実態調査の実施 

② 海外の薬局における、慢性疾患冠者への患者支援についての調査 

③ 薬剤師による生活習慣病患者への支援スキルを学ぶプログラムの開発 

④ 薬局での生活習慣病患者支援の効果について介入研究を実施し、患者アウトカムへ与

える効果を検証 

 
３．研究の方法 

① 健康サポート薬局についての実態調査の実施 

健康サポート薬局について、薬局薬剤師と市民を対象として、質問紙による調査を実

施した。 

② 海外薬局の患者支援についての調査 

カナダ、オーストラリアの大学の協力で、薬局の訪問調査と薬剤師へのインタビュー

を行った。また、薬局で配布している、患者教育資材の収集を行った。 

③ 薬剤師による生活習慣病患者への支援スキルを学ぶプログラムの開発 

糖尿病患者を対象に、薬剤師が血糖値・血圧・禁煙などの、薬局でも実施可能な健康



的な生活習慣に改善する意欲を高めるプログラムを開発した。同時に、薬局で使用で

き、エビデンスに基づいた配布資材の開発も行った。 

④ 薬局での生活習慣病患者支援の効果について介入研究を実施し、患者アウトカムへ与

える効果の検証 

開発した薬剤師向けの教育プログラムを実施し、実際に開発した資材を使ったレジス

トリー研究を実施した。 

 
４． 研究成果 

①健康サポート薬局についての実態調査 

１）薬局薬剤師への「健康サポート薬局」についての調査 

2016 年度中に、地域薬剤師会での研修会に参加した薬局薬剤師 241 名に対する意識調査 

平均年齢：42.9（13.6）歳、男性 58 名/ 女性 182 名 

「かかりつけ薬局・薬剤師」に関する質問 

項目 出来ている 

（％） 

出来ていない 

（％） 

１．薬剤師の勤務表を掲示 239 (100) 0 (0) 

２．患者のかかる医療機関把握し薬歴に記録 206 (85.5) 33 (23.4) 

３．患者の一般医薬品情報を薬歴に記録 163 (67.6) 74 (30.7) 

４．患者の副作用、生活習慣を継続的に把握 177 (73.4) 60 (24.9) 

５．残薬管理を実施し、飲み残しがないように指導 167 (69.3) 74 (30.7) 

６．お薬手帳の役割を説明している 210 (87.1) 31 (12.9) 

７．薬剤師の役割を説明している 142 (58.9) 95 (40.7) 

８．開局時間以外でも相談に対応 176 (73.0) 60 (24.9) 

９．在宅患者に対する薬学的管理・指導 88 (36.5) 134 (55.6) 

１０．医療機関への疑義照会 208 (86.3) 32 (13.3) 

１１．医療機関へのフィードバックと処方提案 101 (41.9) 135 (56.0) 

１２．一般用医薬品への相談に対応 113 (46.9) 114 (47.3) 

１３．健康維持・増進に関する相談 119 (49.4) 114 (47.3) 

１４．医療機関への受診勧奨 155 (64.3) 77 (32.0) 

１５．地域包括ケアの多職種との連携体制 58 (24.1) 166 (68.9) 

１６．かかりつけ薬局機能 93 (38.6) 96 (39.8) 

 

「健康サポート薬局」の要件についての質問 

項目 はい 

（％） 

いいえ 

（％） 

１．地域包括ケアの連携機関への紹介 62 (25.7) 160 (66.4) 

２．地域医療・連携機関の連絡・紹介先リストの作成 72 (29.9) 156 (64.7) 

３．文書で患者情報を医療機関へ提出 88 (36.5) 142 (58.9) 

４．医師会・薬剤師会の事業参加 138 (57.3) 87 (36.1) 

５．一般用医薬品・健康食品の研修参加 78 (32.3) 152 (63.1) 

６．プライバシーに配慮された相談窓口 88 (36.5) 141 (58.5) 



７．要指導医薬品、衛生材料、介護用品の取り扱い 125 (51.9) 105 (43.6) 

８．平日 8時間以上、土日どちらかは開局 175 (72.6) 55 (22.8) 

９．健康食品の適正使用に関する相談 157 (65.1) 72 (29.9) 

１０．一般用医薬品、健康食品の相談記録 132 (54.8) 98 (40.7) 

１１．健康維持・増進のポスター、パンフレット配布 154 (63.9) 71 (29.5 

「健康サポート薬局」事業に参加したいですか？については、参加したい 175 名、参加し

たくない 3 名であった。「健康サポート薬局」は住民から支持されると思いますか？に対

しては、支持される 140 名、支持されない 38 名と、期待が高いことがうかがわれた。 

 

２）市民への「健康サポート薬局」についての意識調査 

2016 年度中に伏見区市民対象の研修会、イベントへ参加した市民 

男性：187 名 / 女性：322 名 

質問：健康サポート薬局で相談してみたいですか？  

相談したい 456 名 / したくない ０名 

質問：薬局で薬剤師に以下の項目について相談してみたいですか？の項目に対し、運動

44%、食事 41％、一般薬 32%、漢方薬 30%、サプリメント 29%などが相談需要が高い一方で、

禁煙 5%、節酒 11%など、海外で薬局業務の一部となっている禁煙・節酒については薬局薬

剤師業務とは認識されていないことがうかがわれた。 

質問：相談する上で重視することは？「信頼できる薬剤師がいる」29％、「わかりやすい

説明をしてくれる」16.1％、「自宅から近い」10.8%。質問：健康サポート薬局に国民は期

待していると思いますか？期待している 191 名(37.5%) / 期待していない 62 名 

(12.2%) 

 

②海外での薬局調査の結果 

１） カナダの薬局における業務、慢性疾患管理の状況 

エドモントン、カルガリー（アルバータ州）の薬局を訪問し、調剤と対人業務の現状に

ついて調査を行った。カナダ・アルバータ州では、都市から離れた薬局では慢性疾患管

理のコンサルテーションを行うことを専門にする薬局も生まれていた。アルバータ州で

は、薬剤師が医師から独立して処方が 2008 年より可能になり、高血圧、糖尿病と言っ

た疾患のマネジメントにより深くかかわるようになり、薬局薬剤師向けのガイドライン

などの整備が進んでいた。薬局業務のうち調剤は、近年機械化が急速に進んでおり、テ

クニシャンが在庫などの管理を行っていた。調剤に対するフィーは年々下げられ、一方

で、薬剤師は患者とのコンサルテーションを従来よりも多く行うことが求められ、そち

らへフィーが付くようになっていた。薬局での予防接種（インフルエンザ、肺炎球菌、

帯状疱疹など）が積極的に行政からも推奨され、勧められていた。薬局薬剤師は調剤業

務からより公衆衛生に関わることを求められていることがうかがわれた。 

２） オーストラリアの薬局における業務、慢性疾患管理の状況 

シドニー（ニューサウスウェールズ州）、ブリスベン（クイーンズランド州）、パース（西

オーストラリア州）の薬局を訪問し調査を行った 

糖尿病疾患管理に関しては、糖尿病プログラムは存在するが施設基準が厳しく、実施し

ている薬局はほとんどなかった。その一方で、近年始まったという、薬剤師と内科医が

共同で糖尿病管理を行っている薬局も西オーストラリア州で見学できた。糖尿病専門の



薬局で、カウンセリングルームでは予約をしている糖尿病患者と、内科医と糖尿病療養

指導士（Certified Diabetes Educator: CDE）が、各自の部屋を持ち、面談を行ってい

た。糖尿病療養指導士の資格を持つ、薬剤師が経営する薬局に、栄養士、心理士、医師、

足病医などがチームで糖尿病患者のケアを行っていた。 

オーストラリアでは、薬剤はヨーロッパ型の箱出し調剤である。箱のピックアップは、

従来は調剤助手、もしくは薬剤師自身が行っていたが、今回の調査で訪問した薬局では、

小さな薬局も含め、ロボットの導入が進んでいた。調剤助手の業務は、ピックアップな

どから、ロボットの作業を補助する在庫の管理などの仕事が主になっていた。 

③薬剤師による生活習慣病患者への支援スキルを学ぶプログラムの開発 

糖尿病患者を対象に、薬剤師が血糖値・血圧・禁煙などの、薬局でも実施可能な健康

的な生活習慣に改善する意欲を高めるプログラムを開発した。同時に、配布資材 A4

版 14 枚の開発も行った。以下の原則に従って、プログラムを開発した。１．1枚の資

料に１テーマ（情報量をコントロールする）２．指導でなく、患者の行動変容を促し

（ナッジ）動機付けになるもの。３．エビデンスに基づいて作成する。 

 

④薬局での生活習慣病患者支援の効果について介入研究を実施し、患者アウトカムへ与える効

果の検証 

作成した資材と教育プログラムの効果を検証するため、全国 10 か所（東京、神奈川、
愛知、兵庫、徳島、鳥取、福岡）のチェーン薬局、地域薬剤師会等の協力を得て患者支
援スキルを学んだ薬剤師による介入効果について検証するレジストリー試験を実施し
た。メインアウトカムとして HbA1c、血圧等を評価した。試験は現在進行中で、令和 2
年 6月終了予定。 
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